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消費動向指数（CTI）の概要
消費動向をマクロ・ミクロの両⾯から捉える速報性の⾼い消費指標︓消費動向指数

（CTI︓Consumption Trend Index）を2018年１⽉分から毎⽉公表

総消費動向指数
（CTIマクロ） 国内経済における個⼈消費総額の⽉次動向を⽰す統計指標

世帯の平均消費⽀出額（10⼤費⽬別、世帯類型別など）
の⽉次動向を⽰す統計指標

世帯消費動向指数
（CTIミクロ）

GDP統計（家計最終消費⽀出）をターゲットとして、最新の動向を推測
GDP統計の四半期別公表値では観測できない⽉次の値を時系列回帰モデルによって推計
2022年12⽉に、ビッグデータ利活⽤の成果に関する報告書をウェブサイトに掲載

家計調査（標本規模︓⼆⼈以上の世帯 約８千、単⾝世帯 約7百）の結果を、
家計消費単⾝モニター調査（標本規模︓2千4百）
家計消費状況調査（標本規模︓約３万）

の結果等と統計的⼿法によって補正・補強し、標本規模を
擬似的に拡⼤、推計精度を向上
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● 実質GDP（家計最終消費支出）
○ 名目GDP（家計最終消費支出）

実質CTIミクロ（総世帯）

実質CTIマクロ

名⽬CTIマクロ

名⽬CTIミクロ（総世帯）

実質CTIミクロ（総世帯）

実質CTIマクロ
前⽉⽐

（月）

※いずれも季節調整済み指数

2026年

消費動向指数（CTI）の概要

２



消費動向指数（CTI）の結果活⽤例

2026年２⽉
⽉例経済報告

３



• CTIマクロは、四半期別GDPでは観測できない⽉次のマクロ消費動向を推定。
• 消費に関連する⽉次統計の「背後の流れ」を説明変数、GDP統計の「家計最終消

費⽀出」を⽬的変数とした時系列回帰モデルにより推定。

CTIマクロの推定⽅法（イメージ及び使⽤統計）

GDP統計の家計最終消費⽀出
（ ）を⽬的変数として
CTIマクロを推定

⽉次統計の時系列結果

４

実質名⽬
系列名統計名系列名統計名

家計最終消費⽀出（季節調整値）GDP統計（実質）家計最終消費⽀出（季節調整値）GDP統計（名⽬）⽬的変数
消費⽀出（総世帯、原数値）世帯消費動向指数（実質）消費⽀出（総世帯、原数値）世帯消費動向指数（名⽬）

説明変数 消費財（原指数）鉱⼯業⽣産指数⼩売業計、販売額（原数値）商業動態統計
広義対個⼈サービス（原指数）第３次産業活動指数※サービス産業計、売上⾼サービス産業動向調査※

※ 公表時期の関係で、他の統計と異なり推定時点の最新⽉が⽋測となっている。⼀期先予測を⾏い、最新⽉を補完している。

⽉次統計から背後の流れ
（説明変数系列）を推定

ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２

推定に使⽤する各種統計



CTIマクロの推定⽅法（詳細）

５

ステップ１︓説明変数系列の推定

ステップ２︓時系列回帰モデルによる推定

0 50 100 150

26
00
00

28
00
00

30
00
00

32
00
00

34
00
00

36
00
00

0 50 100 150

14
00
00

16
00
00

18
00
00

20
00
00

0 50 100 150

90
95

10
0

10
5

11
0

11
5

変動要素を加法で表現した季節調整モデルにより
各種統計の時系列データ（原系列）を変動要素別に分解。
𝑌௡
ை௥௜௚௜௡௔௟ ൌ 𝑇௡ ൅ 𝐶௡ ൅ 𝑆௡ ൅ ∑ 𝐷௡௞௄

௞ୀଵ ൅ 𝜀௡
ை௥௜௚௜௡௔௟

トレンド︓𝑇௡ ൌ 2𝑇௡ିଵ െ 𝑇௡ିଶ ൅ 𝜀௡் ሺ𝜀௡்~𝑁 0,𝜎்ଶ ሻ
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ଶ ሻ

外れ値項︓𝐷୬௞ ൌ 𝛽௞𝑍௡௞ （ 𝑘 ൌ 1,2,⋯ ,𝐾）

⇒トレンド(𝑻𝒏) ＋サイクル(𝑪𝒏) ＋外れ値項(∑ 𝑫𝒏
𝒌𝑲

𝒌ୀ𝟏 )
を抽出し、説明変数系列(𝑋௡)とする。

𝑋௡ ≔ 𝑇௡ ൅ 𝐶௡ ൅ ∑ 𝐷௡௞௄
௞ୀଵ

⽋測値を考慮した時系列回帰モデルにより
GDPを⽬的変数とした⽉次の消費⽀出 (𝑦௡) を推定。
⇒四半期の観測値(𝑌௡ீ஽௉)が⽉次推定値(𝑦௡)の
直近３か⽉の和と整合的になる制約を設定。
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⇒基準年の消費⽀出総額の平均⽉額を100とする指数で算出。
⽬的変数及び説明変数が過去に遡って改定されるため、CTIマクロも過去に遡って公表ごとに毎⽉改定される。
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※ 参考⽂献︓統計研究研修所『統計研究彙報』第75号，「消費動向指数（CTI）︓マクロ消費動向の推定について」



CTIマクロの推定向上を図るため、説明変数に⽤いている⽉次統計のうち、直近⽉
の結果を予測している分にビッグデータを利⽤する研究

６

予測⽅法利⽤するデータ⽉次統計名

－３⽉分世帯消費動向指数（名⽬）

名
⽬ －３⽉分商業動態統計

サービス産業計を直接推計２⽉分＋ビッグデータ３⽉分サービス産業動向調査

－３⽉分世帯消費動向指数（実質）

実
質 －３⽉分鉱⼯業⽣産指数

「⼩売業」、「医療業」及
びそれ以外に分けて推計２⽉分＋ビッグデータ３⽉分第３次産業活動指数

（イメージ）精度向上の検証 CTIマクロの説明変数（３⽉分結果の推定時）

CTIマクロへのビッグデータの利活⽤研究



７

CTIマクロへのビッグデータの利活⽤研究
CTIマクロにビッグデータを⽤いた試算値と実際の公表値を⽐較してみると、

各⽉の⽔準は若⼲異なるが、基調としての動きには⼤きな違いが⾒られない結果

総消費動向指数（CTIマクロ）の試算値及び公表値の推移（いずれも実質値）（2020年＝100）



●現⾏の推定
・公的統計の結果が揃ってから作成するため、N⽉の結果をN⽉の翌々⽉に公表

・公表済みの公的統計とその予測結果の時系列結果から、⽉次のマクロ消費動向を推定
公的統計の結果を待たず作成可能なため、N⽉の結果をN⽉の翌⽉内に公表可能

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
活
⽤

公的統計の結果＋予測値から説明変数系列を推定

CTIマクロ N⽉分早期化結果

早期化（N⽉分を翌⽉に公表）

CTIマクロ N⽉分結果

公的統計のみの結果から説明変数系列を推定

現⾏（N⽉分を翌々⽉に公表）

ビッグデータ等
を⽤いて公表前
の結果を予測※

※ ビッグデータ等を活⽤する場合も、CTIマクロの推定には公的統計が必要となる。

CTIマクロの公表早期化に関する研究

●CTIマクロの公表早期化

公的統計の時系列データ 公的統計の時系列データ

８



９⽉分８⽉分７⽉分９⽉分８⽉分７⽉分統計名

（2023年4-6⽉期2次速報）（2023年4-6⽉期2次速報）GDP統計

×〇〇〇〇〇CTIミクロ名⽬

△
（※１）

〇〇〇〇〇CPI(CTIミクロ実質化)

××速報×速報速報サービス産業動向調査

×確報確報速報確報確報商業動態統計

×速報
（※２）

暫定確報
（※２）×速報

（※２）
暫定確報

（※２）第３次産業活動指数

×確報確報速報確報確報鉱⼯業⽣産指数（IIP）

10
⽇
間
演
算
⽇
を
早
く
し
た
場
合

現⾏

●CTIマクロの推定に必要な公的統計の公表状況（2023年９⽉分を想定）

10⽉31⽇（⽉末最終⽇）時点

公表早期化想定
10⽉20⽇（ビッグデータ受領）時点

 多くの公的統計は⽉末最終⽇（開庁⽇）に前⽉分⼜は前々⽉分を公表している。
 10⽇間演算⽇を早くした場合、⾚枠内 の公的統計のデータがない状態となる。

ビッグデータ等を利⽤し、⽋測⽉の情報を補完することで公表を早期化する。
※１ CPIは、毎⽉19⽇を含む週の⾦曜⽇に公表されるため、⽉によって利⽤できない場合がある。

その際は、東京都区部の中旬速報値（⼀部公表⽇は異なるが、原則、毎⽉26⽇を含む週の⾦曜⽇公表）を⽤いることを想定。
※２ 第３次産業活動指数には速報・確報などの区分はないが、改定されうる期間として、便宜、暫定確報・速報と区分している。

CTIマクロの公表早期化モデルケース

９



【実質】CTIマクロ2023年９⽉分公表値と早期化結果⽐較

10

6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉

2021年 2022年 2023年

対前年同⽉⽐(現⾏公表値) 0.2 2.0 -1.9 -1.1 -1.0 0.7 1.1 3.0 0.6 -0.4 1.1 3.3 2.6 2.6 4.9 3.5 2.3 0.9 0.8 1.9 3.5 2.7 1.1 0.5 0.1 0.2 0.4 -0.4

対前年同⽉⽐(早期化試算値) 0.2 2.0 -1.9 -1.1 -1.0 0.6 1.1 3.0 0.6 -0.4 1.1 3.3 2.6 2.6 4.9 3.5 2.3 0.9 0.8 1.9 3.5 2.7 1.1 0.5 0.1 0.3 0.5 -0.1

9⽉分現⾏公表値 100.6 100.5 98.0 100.3 101.6 102.9 102.8 101.7 100.5 101.2 102.6 102.9 103.3 103.2 102.8 103.7 103.9 103.8 103.7 103.7 104.0 103.9 103.7 103.4 103.4 103.4 103.3 103.3

9⽉分早期化試算値 100.6 100.5 98.1 100.2 101.5 102.9 102.8 101.7 100.5 101.2 102.6 102.9 103.3 103.2 102.9 103.7 103.9 103.8 103.7 103.7 104.0 103.9 103.7 103.4 103.4 103.5 103.4 103.6

GDP(⽬的変数) 100.4 99.3 102.4 101.3 103.1 103.1 103.3 104.0 103.3

GDP(後⽇公表) 100.4 99.3 102.4 101.1 102.9 103.1 103.3 104.0 103.0 102.9
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9⽉分現⾏公表値
9⽉分早期化試算値
GDP(⽬的変数)
GDP(後⽇公表)

※ のGDP(2023年7-9⽉期1次速報)は、CTIマクロの推定時は存在せず、後⽇公表されたものとする。

(2020年=100)



【名⽬】CTIマクロ2023年９⽉分公表値と早期化結果⽐較
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6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉

2021年 2022年 2023年

対前年同⽉⽐(現⾏公表値) 0.3 2.2 0.0 0.3 0.3 1.7 2.2 4.2 2.9 2.2 4.4 5.4 5.6 5.6 6.9 6.2 5.5 4.3 4.5 4.8 6.5 6.1 4.1 3.5 3.2 3.7 4.0 3.0

対前年同⽉⽐(早期化試算値) 0.3 2.2 0.0 0.3 0.3 1.7 2.2 4.2 2.9 2.2 4.4 5.4 5.7 5.6 6.9 6.2 5.5 4.3 4.5 4.8 6.5 6.1 4.1 3.5 3.2 3.7 4.0 3.3

9⽉分現⾏公表値 100.7 100.7 99.3 101.2 102.4 103.8 104.0 103.8 103.1 103.6 105.5 106.0 106.4 106.4 106.1 107.4 108.1 108.3 108.7 108.8 109.8 109.9 109.8 109.6 109.8 110.3 110.4 110.7

9⽉分早期化試算値 100.7 100.7 99.4 101.1 102.4 103.8 104.0 103.8 103.1 103.6 105.5 106.0 106.4 106.4 106.2 107.4 108.1 108.3 108.6 108.8 109.8 109.9 109.8 109.7 109.8 110.3 110.5 110.9

GDP(⽬的変数) 100.8 99.9 103.2 103.8 106.2 106.8 107.9 109.8 109.4

GDP(後⽇公表) 100.8 99.9 103.2 103.6 106.1 106.7 107.8 109.8 109.3 109.8
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101

103

105

107

109

111

113

9⽉分現⾏公表値
9⽉分早期化試算値
GDP(⽬的変数)
GDP(後⽇公表)

※ のGDP(2023年7-9⽉期1次速報)は、CTIマクロの推定時は存在せず、後⽇公表されたものとする。

(2020年=100)


